
東方十六夜月～完全で瀟洒な従者の弟～×ダイの大冒険

十六夜翔矢



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
る
日
突
然
、
レ
ミ
リ
ア
が
異
世
界
に
行
く
と
言
い
出
し
た
。

　
レ
ミ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
、
咲
夜
、
魂
傑
の
４
人
は
世
界
を
救
え
る
の
か
?
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第
１
話
　
始
ま
り

　　
紅
魔
館
テ
ラ
ス
…

　
レ
ミ
リ
ア
「
ね
ぇ
咲
夜
、
魂
傑
、
フ
ラ
ン
。」

　
咲
夜
「
は
い
、
何
で
し
ょ
う
。
お
嬢
様
。」

　
魂
傑
「
い
か
が
な
さ
い
ま
し
た
か
。」

　
フ
ラ
ン
「
な
ー
に
、
お
姉
様
。」

　
レ
ミ
リ
ア
「
私
達
４
人
で
異
世
界
に
修
行
に
行
か
な
い
?
」

　
咲
夜
「
そ
、
そ
れ
は
ま
た
唐
突
な
お
話
で
す
ね
…
」

　
魂
傑
「
良
い
で
す
ね
。
こ
こ
最
近
、
異
変
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
ね
。」

　
フ
ラ
ン
「
わ
ー
い
楽
し
そ
ー
!
」

　
レ
ミ
リ
ア
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
決
ま
り
ね
。
紫
ー
」

　
紫
「
何
か
し
ら
。」

　
レ
ミ
リ
ア
「
こ
こ
に
い
る
４
人
で
異
世
界
に
修
行
に
行
き
た
い
の
だ
け
ど
。」

　
紫
「
そ
れ
は
良
い
け
ど
、
ど
こ
の
世
界
に
行
く
の
か
し
ら
。」

　
魂
傑
「
そ
れ
な
ら
、
こ
の
前
早
苗
に
貸
し
て
も
ら
っ
た
漫
画
の
世
界
か
な
。」

　
紫
「
そ
の
漫
画
の
タ
イ
ト
ル
は
?
」

　
魂
傑
「
確
か
…
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
　
ダ
イ
の
大
冒
険
　
だ
っ
た
か
な
。」

　
紫
「
分
か
っ
た
わ
。
時
系
列
は
?
」

　
魂
傑
「
そ
う
だ
な
…
ラ
イ
ン
リ
バ
ー
大
陸
に
着
い
た
所
だ
な
。」

　
紫
「
分
か
っ
た
わ
。
…
は
い
、
こ
の
ス
キ
マ
を
通
る
と
、
着
く
わ
よ
。」

　
移
動
中
…

　
迷
い
の
森
…

　
レ
ミ
リ
ア
「
着
い
た
わ
ね
。」

　
魂
傑
「
さ
て
、
そ
こ
ら
の
雑
魚
で
も
倒
し
ま
し
ょ
う
か
。」

　
１
時
間
後
…

　
レ
ミ
リ
ア
「
何
よ
、
弱
い
わ
ね
。」

　
フ
ラ
ン
「
簡
単
に
壊
れ
ち
ゃ
っ
た
。
つ
ま
ら
な
い
。」

　
咲
夜
（
単
に
私
達
が
異
常
な
だ
け
で
す
が
…
）

　
魂
傑
「
ゴ
ー
ル
ド
も
た
ま
り
ま
し
た
ね
。」

　
ド
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ン
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咲
夜
「
お
や
、
何
か
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。」

　
レ
ミ
リ
ア
「
行
き
ま
し
ょ
う
か
。」

　
移
動
中
…

　
ポ
ッ
プ
「
何
だ
!?
敵
か
!?
」

　
魂
傑
「
敵
じ
ゃ
ね
え
。
味
方
だ
。」

　
レ
ミ
リ
ア
「
い
き
な
り
敵
扱
い
す
る
と
は
、
関
心
し
な
い
わ
ね
。」

　
フ
ラ
ン
「
そ
ー
だ
そ
ー
だ
!
お
姉
様
の
言
う
通
り
だ
!
」

　
咲
夜
（
妹
様
…
自
分
で
発
言
し
ま
し
ょ
う
…
）

　
ダ
イ
「
君
た
ち
、
誰
?
」

　
マ
ァ
ム
「
そ
ん
な
事
よ
り
早
く
村
に
行
き
ま
し
ょ
う
。」

　
移
動
中
…

　
マ
ァ
ム
「
こ
こ
が
ネ
イ
ル
村
よ
。
じ
ゃ
、
私
は
用
が
あ
る
か
ら
。」

　
ダ
イ
「
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ね
。」

　
ポ
ッ
プ
「
と
こ
ろ
で
、
誰
な
ん
だ
よ
。
お
前
達
。」

　
レ
ミ
リ
ア
「
私
は
、
レ
ミ
リ
ア
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
。
吸
血
鬼
よ
。」

　
フ
ラ
ン
「
フ
ラ
ン
ド
ー
ル
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
よ
。」

　
咲
夜
「
十
六
夜
咲
夜
よ
。
よ
ろ
し
く
ね
。」

　
魂
傑
「
咲
夜
の
弟
、
十
六
夜
魂
傑
。」

　
ダ
イ
「
ダ
イ
だ
よ
。
よ
ろ
し
く
。」

　
ポ
ッ
プ
「
ポ
ッ
プ
だ
。
よ
ろ
し
く
。」

　
魂
傑
「
片
方
は
魔
法
使
い
だ
な
。」

　
ポ
ッ
プ
「
そ
う
い
う
お
前
も
魔
法
使
い
か
?
」

狙
撃
手

ス
ナ
イ
パ
ー

　
魂
傑
「
ど
う
か
な
。
剣
豪
で
も
あ
り
、
魔
法
使
い
で
も
あ
り
、

で
も
あ

り
、
時
を
操
る
執
事
で
も
あ
る
。」

　
ポ
ッ
プ
（
す
ご
い
な
…
）「
じ
ゃ
あ
、
見
せ
て
く
れ
よ
。
魔
法
を
。」

　
魂
傑
「
あ
あ
。
良
い
ぜ
。
離
れ
て
な
。
…
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
　
大
爆
発
　
イ
オ
ナ

ズ
ン
」

　
ダ
イ
（
イ
オ
ナ
ズ
ン
っ
て
確
か
…
）

　
ポ
ッ
プ
（
爆
裂
系
呪
文
の
最
高
位
…
）

　
魂
傑
「
こ
ん
な
感
じ
だ
ぜ
。」

　
咲
夜
「
そ
れ
と
、
私
と
魂
傑
は
時
間
を
操
る
事
が
出
来
る
わ
よ
。」
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ダ
イ
「
時
間
を
?
言
っ
て
る
意
味
が
分
か
ら
な
い
よ
。」

　
ポ
ッ
プ
「
魔
法
か
何
か
だ
ろ
。」

　
咲
夜
「
あ
ら
、
残
念
ね
。
私
は
魔
法
が
使
え
な
い
の
よ
。」

　
ダ
イ
「
じ
ゃ
あ
、
何
で
?
」

　
レ
ミ
リ
ア
「
固
有
の
能
力
よ
。」

　
ダ
イ
「
固
有
の
能
力
?
」

　
レ
ミ
リ
ア
「
そ
う
。
正
し
く
は
程
度
の
能
力
っ
て
い
う
の
よ
。」

　
３
時
間
後
…

　
マ
ァ
ム
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
寝
ま
し
ょ
う
か
。」
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